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エダマメ　英名：Green soy beans　分類：マメ科ダイズ属に属する野菜
　学名：Glycine max L.

・原産地：中国東北部からシベリア。
・温度適応性：温暖からやや冷涼な気候を好む。
・発芽適温：最適温度 25 ～ 30℃。10℃以下では不良になる。
・生育適温：20 ～ 25℃。春夏栽培が最も適している。
・光適応性：比較的強い光を好み、十分な日照が必要である。
・土壌適応性：土壌適応性は広いが、保水性、排水性がよく、ある程度作土の深い土壌が適する。
・土壌酸度適応性：弱酸性（ph6.0 ～ 6.5）。
・�花芽分化と抽苔：エダマメの需要が夏場中心であることから、エダマメの品種群は栽培期間が
短い早生種（夏ダイズ型）が中心である。花芽分化に対しては、早生種は日長時間の影響は少な
く温度（高温）により開花が左右され、花芽分化には 15℃以上の温度が必要である。一方、晩生
種（秋ダイズ型）は、短日植物であり日長（短日）の影響を受けて開花する。

・作型別栽培方法
（１）�成栽培、半促成栽培：ハウスを利用し、低温期間に加温することによって収穫時期を早

める作型。促成栽培は 10～ 1月に播種し、1～ 4月に収穫。最も寒い時期に栽培する
ため加温の必要がある。半促成栽培は、暖地では 2月に播種して 4～ 5月に収穫、中間
地では 2～ 3月上旬に播種して 5～ 6月に収穫する。

（２）�早熟栽培：トンネルとマルチを組み合わせたトンネル早熟栽培が代表的な作型である。
加温育苗後トンネル内に定植する。暖地では 2～ 3月に播種、4～ 6月に収穫、中間地
では 2～ 4月上旬播種、5～ 7月に収穫、冷涼地では 4月に播種、6～ 7月に収穫する。

（３）�普通栽培：露地栽培の基本的な作型である。播種時期は、暖地では 3～ 5月、中間地で
は4～5月、冷涼地では5～6月となり、収穫は播種時期や品種に応じて6～10月になる。

（４）�抑制栽培： 極早生～早生種を用いた秋どりの栽培。施設を利用して 8月下旬～ 9月にか
けて播種し、無加温または加温栽培により 11～ 12月に収穫する作型である。


